






















はじめに 

r-carboxyglutamic acid(以下 Gla と略す)は,ビタミン K(以下 VK と略す)依存性凝固因子

,Osteocalein,さらに病的石灰化中の蛋白質である Atherocalcin などに含まれるアミノ酸

である。このアミノ酸は前駆蛋白質中の glutamyl残基が VK 依存性のカルボキシル化をう

けて形成され,代謝分解されることなく,ほとんどが遊離アミノ酸として尿中に排泄される

と考えられている。従って尿中 Gla 量を測定することによって VK 欠乏状態を把握できる可

能性がある。 

そこで私達は,VK 欠乏状態に陥りやすい新生児，乳児を対象に,尿中 Gla量測定と HPT を行

ない,年令的変化・VK 投与と非投与による違い,母乳栄養法と人工栄養法による相違,尿中

Gla 量と,HPT 活性値との関係などについて検討した。 


